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Abstract 
For the aim at exploring psychological factors influencing 

people’s approval/disapproval of elections via the internet, 

an online social survey was conducted from the perspectives 

of media literacy and privacy sensitivity. The results 

suggested that persons approving elections via the internet 

tended to have higher media literacy than those not 

approving them, although the trend was influenced by 

equipment used for the internet access and personal traits 

such as gender.  
 
Keywords ―  Election via Internet, Media Literacy, 

Privacy Sensitivity 

 

1. はじめに 

  継続する選挙投票率の低下に対して、インターネッ

トを介した投票方式、いわゆるネット投票が注目を浴

びながら、現時点では本格的導入に至っていない。そ

の理由としては、システムのセキュリティや安定性、

投票結果の秘密保持等に対する懸念が挙げられている

が、実際の有権者が感じている心理的障壁についての

実証的研究は行われていない。 

インターネットと投票行動の関連については、幾つ

かの既存研究が存在する。宮田ら[1]はインターネット

を介したニュースへの接触が政治的関心を高め知識も

高めることを、小林[2]はネットニュースの利用が投票

行動に正の影響を与えることを見出している。しかし、

これらの既存研究ではネット投票については触れられ

ていない。 

  本研究では、ネット投票の賛否を規定する心理的要

因の探索を目的として、オンラインでの質問紙調査を

行った。本調査では、インターネット利用に影響を与

える要因としてのメディアリテラシー、および投票結

果の秘密保持に関連するネット上でのプライバシー感

度がネット投票の賛否にどのように影響を与えるかに

ついて探索を行った。 

 

2. 方法 

 本調査は、調査会社への委託により 2015年 11月に

インターネット上のホームページを介して行われた。

調査会社に登録されている 20 代～50 代の男女からラ

ンダムに選ばれたモニターに電子メールで回答依頼が

なされ、回答者が 300 人に到達した時点で調査が締め

切られた。回答者数を表 1に示す。 

 

表 1 本調査における回答者数 

 20代 30代 40代 50代 

男性 37 37 38 38 

女性 38 38 37 37 

 

 測定内容としては、フェイスシートにおいて、「イン

ターネット利用の際に現在最も使用頻度の高い機器」

について「PC」「スマートフォン」「タブレット」「携

帯電話」から 1つ選択して回答するよう求めた。また、

ネット投票に関して「賛成」「反対」「どちらでもない」

から 1つ選択して回答するよう求めた。 

 メディアリテラシーの測定については、高比良ら[3]

の「情報活用の実践力尺度」から「判断力」「処理力」

「発信・伝達力」の 3 下位尺度を使用した。ネット上

でのプライバシー感度の測定については、佐藤ら[4]の

「インターネット版プライバシー次元尺度」を使用し

た。本尺度は、各項目で示される自己情報についてネ

ット上の匿名な不特定多数の人に対してどのくらい知

られたくないと感じるかを尋ねるものであり、4 つの

下位尺度（自伝的情報、属性情報、識別情報、暗証情

報）から構成される。表 2 に、メディアリテラシーお

よびプライバシー感度の尺度における下位尺度とその

項目数および項目例を示す。 
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表 2 メディアリテラシーおよびプライバシー感度の尺度における下位尺度とその項目数および項目例 

尺度 下位尺度 項目数 項目例 

情報活用の実践力尺

度[3] 

判断力 8 “噂を聞いたときには，それがどのくらい根拠がある

かを確認している．” 

処理力 8 “長い文章でも，その要点はたいてい把握できる．” 

発信・伝達力 10 “相手の反応に気を配りながら話すほうである．” 

インターネット版プ

ライバシー次元尺度

[4] 

自伝的情報 11 “生い立ち”, “思想信条” 

属性情報 8 “出身地”, “家族構成” 

識別情報 4 “本名”, “住所” 

暗証情報 3 “クレジットカードの番号”, “暗証番号、パスワード” 

注：情報活用の実践力尺度は 5件法（1．全くそう思わない～5．とてもそう思う） 

インターネット版プライバシー次元尺度は 4件法（1．知られてもよい～4．知られたくない） 

 

3. 結果 

 各下位尺度のCronbachのα係数は、「情報活用の実

践力尺度」において「判断力」で.695、「処理力」で.751、

「発信・伝達力」で.733、「インターネット版プライバ

シー次元尺度」において「自伝的情報」で.929、「属性

情報」で.911、「識別情報」で.904、「暗証情報」で.912

となった。各下位尺度得点は、対応する項目の得点の

合計として算出した。 

 回答者分布から、ネット投票に関する意見は「賛成」

と「非賛成（「反対」「どちらでもない」）」に、ネット

利用の際の機器は「PC」と「非 PC（「スマートフォン」

「タブレット」「携帯電話」）」に分類した。回答者分布

を表 3に示す。 

 ネット投票の意見については年代および性別との関

連は認められなかったが、利用機器については年代が

上がるほど、まだ男性ほど PC を最も利用頻度の高い

機器とする傾向が認められた（利用機器と年代とのク

ロス：χ2(3) = 39.000, p < .001、利用機器と性別との

クロス：χ2( (1) = 17.392, p < .001）。 

これらの個人要因とメディアリテラシー、ネット上

でのプライバシー感度との関連を探索するため、ネッ

ト投票の意見と利用機器と性別を独立変数、上記下位

尺度得点を従属変数とした 2×2×2の 3要因分散分析

を行った。表 4 に結果を示す。いずれの分析において

も 2次の交互作用は認められなかった。 

「判断力」得点においてはネット投票の賛否と利用

機器の１次の交互作用が有意であり、Bonferroni法に

よる単純主効果検定の結果、ネット投票「非賛成」群

において「PC」利用群が「非 PC」利用群よりも有意

傾向で得点が高い（p = .079）ことが認められた。また、

「非 PC」利用群においてネット投票「賛成」群が「非

賛成」群よりも有意傾向で得点が高い（p = .073）こと

が認められた。この得点においてはネット投票の賛否

と性別の 1 次交互作用も有意であったが、単純主効果

検定の結果では群間に有意な差は認められなかった。 

「発信・伝達力」得点では、ネット投票の賛否と性

別の主効果およびこれらの要因の 1 次交互作用が有意

となった。単純主効果検定の結果、男性においてはネ

ット投票「賛成」群が「非賛成」群よりも有意に得点

が高い（p = .006）ことが認められた。また、ネット投

票「非賛成」群においては、女性が男性よりも有意に

 

表 3 ネット投票の賛否と利用機器に関する 

回答者分布 

ネット 

投票 

 「PC」利用 「非 PC」利用 

賛成 男性 64 25 

 女性 40 37 

反対 男性 47 14 

 女性 36 37 

賛成 20代 18 20 

 30代 18 21 

 40代 35 13 

 50代 33 8 

賛成 20代 12 25 

 30代 20 16 

 40代 23 4 

 50代 28 6 
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得点が高い（p < .001）ことが認められた。 

また、「プライバシー次元」の４尺度得点いずれにお

いても性別の主効果が有意であり、女性は男性よりも

得点が高いことが認められた。「属性情報」得点におい

てはネット投票の意見の主効果が有意であり、ネット

投票「非賛成」群が「賛成」群より得点が高いことが

認められた。 

有意性の認められた要因に関する尺度得点の平均と

標準偏差を図 1に示す。 

 

4. 考察 

 今回の調査結果では、ネット投票に賛成な人は賛成

でない人と比べてメディアリテラシーが高い傾向にあ

ること、ただしそれは普段主に使用している機器や性

別などの個人特性に依存することが示唆された。特に、

普段 PC を利用せずネット投票に賛成でない人はそう

でない人に比べメディア情報を無批判に信用しやすい

傾向、ネット投票に賛成でない人は自分自身の属性に

関する情報をネット上で他者に知られたくないと感じ

る傾向が示唆された。 

一方、ネット投票に対する賛否とメディアリテラシ

ーおよびプライバシー感度との関連の可能性は見出さ

れたものの、分析における各要因の効果サイズは大き

いものではなく、年代との関連も含め、より大規模な

調査が必要である。 
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図 1 有意性の認められた要因に関する尺度得点の平均と標準偏差 
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